
平
成
23
年
中
の
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
死

傷
者
数
（
14
万
３
７
３
７
人
）
を
年
齢
層
別
に
み

る
と
、
15
歳
以
下
が
18
・
３
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
65
歳
以
上
が
17
・
４
％
で
あ
る
も
の
の
、
高

校
生
年
代
に
当
た
る
割
合
を
見
て
み
る
と
16
〜
19

歳
だ
け
で
14
・
２
％
を
占
め
て
い
る
（
円
グ
ラ
フ

参
照
）。
自
転
車
事
故
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、

高
校
生
年
代
へ
の
教
育
が
た
い
へ
ん
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
こ
う
し
た
中
、
通
学
で
自
転
車
を
利
用

す
る
生
徒
が
多
い
高
校
で
は
様
々
な
手
法
で
自
転

車
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

全
校
生
徒
の
う
ち
9
割
以
上
が
通
学
に
自
転
車

を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
岐
阜
県
立
加
茂
高
等
学

校
（
全
日
制
課
程
・
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
）
で
は
、

昨
年
10
月
に
「
自
転
車
運
転
免
許
制
度
」
を
導
入

し
た
。
こ
れ
は
岐
阜
県
内
の
高
校
と
し
て
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
導
入
を
推
進
し

た
同
校
生
徒
指
導
部
長
の
河
田
雅
幸
教
諭
は
、
そ

の
背
景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
当
校
の
周
辺
に
は
踏
切
が
多
く
、
し
か
も
遮

断
機
や
警
報
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
生
徒
が
一
時
停
止

や
安
全
確
認
を
せ
ず
に
横
断
す
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
生
徒
の
命
に
関
わ
る
大
き
な
事
故

が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
が
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
も

あ
り
ま
し
た
。
踏
切
の
手
前
で
の
一
時
停
止
に
つ

い
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
免
許
を
取
得

す
る
時
に
習
い
ま
す
が
、
高
校
生
の
多
く
は
そ
う

し
た
機
会
が
少
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
生
徒
に
注
意

●編集室：本田技研工業株式会社 安全運転普及本部内
〒１０７-８５５６東京都港区南青山２－１－１
TEL 03（5412）1736
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～Safety for Everyone～
Hondaはすべての人の

交通安全を願い活動しています。

ホンダ　SJ 検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

昨年10月、警察庁から「良好な自転車交通秩序
の実現のための総合対策」が発表され、それ以降、
全国各地で自転車の違反に対する取締りの強化を
はじめ、自転車利用者を取り巻く環境が変化して
いる（下表参照）。そうした中で、自転車乗用中
の交通事故死傷者数に占める割合が高い高校生年
代への交通安全教育は重要性を増している。「自
転車運転免許制度」の導入など、生徒の安全意識
向上をめざす高校の取組みを紹介する。

を
促
す
だ
け
の
指
導
で
は
限
界
が
あ
り
、
生
徒
に

交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
う
機
会

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
す
」。

河
田
教
諭
は
他
の
教
職
員
の
賛
同
を
得
て
計
画

を
進
め
、
地
元
の
加
茂
警
察
署
と
加
茂
自
動
車
学

校
に
協
力
を
要
請
。
こ
の
「
自
転
車
運
転
免
許
制

度
」
は
、
既
に
愛
知
県
立
春
日
井
高
等
学
校
が
実

施
し
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
田
教
諭

ら
関
係
者
が
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
参
考
に
し
な
が
ら

工
夫
を
加
え
た
。

自
転
車
運
転
免
許
試
験
は
学
科
と
実
技
で
構
成

さ
れ
、
昨
年
10
月
31
日
に
加
茂
自
動
車
学
校
で
、

１
年
生
３
０
９
名
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。

学
科
試
験
は
正
誤
式
20
問
、
１
０
０
点
満
点
で

80
点
以
上
が
合
格
と
な
る
。
１
週
間
前
に
は
、
加

茂
自
動
車
学
校
か
ら
教
習
指
導
員
を
招
い
て
学
科

試
験
の
た
め
の
事
前
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

●
問
題
の
一
部
（
い
ず
れ
も
○
か
×
で
解
答
）

・
自
転
車
を
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
禁
止
で
あ

り
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。

・
左
右
の
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
一
時
停
止
や
徐

行
を
し
て
安
全
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
踏
切
の
直
前
（
停
止
線
が
あ
る
場
合
は
そ
の
直
前
）

で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
て
安
全
を
確
か
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

実
技
試
験
は
、
教
習
指
導
員
に
よ
る
教
習
を
受

け
て
か
ら
始
ま
る
。
例
え
ば
、
信
号
待
ち
な
ど
で

停
止
し
て
い
る
時
は
左
足
を
地
面
に
つ
け
て
、
右

足
か
ら
こ
ぎ
出
せ
る
体
勢
を
と
っ
て
お
く
よ
う
に

指
導
。
左
足
に
重
心
を
置
く
こ
と
で
、
万
一
転
倒

し
た
時
に
車
道
側
に
倒
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が

昨年10月の自転車運転免許試験は加茂高校の1年生309名
が受けた

・京都府警察本部、兵庫県警察本部などが危険な自
転車への取締りを強化。

・警視庁が東京都内で自転車の一斉街頭指導を実
施。違反者に指導や警告を行う。
・静岡県の国道１号「静清バイパス」の一部区間で、
全国初となる自転車の一方通行規制を導入。

・埼玉県が「埼玉県自転車の安全な利用の促進に関
する条例」を施行。自転車の安全な利用に関し
て、県、県民、自転車利用者、事業者、関係団
体の責務を明確化。
・「愛知県の道路交通法施行細則」の一部が改正さ
れ、自転車運転中の携帯電話、イヤホン等の使
用が禁止に。（東京都、神奈川県、埼玉県、大阪
府などでは既に施行済）
・立命館大学が自転車通学の学生に自転車保険加入
を義務づけ。

平成23年12月

平成24年 2月

平成24年 4月

●昨年末からの自転車に関連した主な動き

講
習
や
教
習
を
受
け
た
上
で

免
許
試
験
に
臨
む

岐
阜
県
内
初
と
な
る
高
校
で
の

「
自
転
車
運
転
免
許
制
度
」

●自転車乗用中の年齢層別交通事故死傷者数
（構成率・平成23年中）※警察庁資料

15歳以下　
18.3％

16～19歳

14.2％

20～24歳
7.8％

25～29歳　6.3％

30～39歳　11.3％40～49歳 10.3％

50～59歳　
8.5％

60～64歳　
6.0％

65歳以上 17.4％

特集●高校生への自転車教育

生徒の意識と行動を変えていくために
1



の
で
、
導
入
は
平
成
24

年
度
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
徒
の
安
全
を
考
え
る

と
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
校
長
の
判
断
で
、
平
成
23
年
度
に
前

倒
し
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、

教
職
員
全
体
の
交
通
安
全
に
対
す
る
理
解
も
深
ま

り
ま
し
た
。
学
科
試
験
の
問
題
作
成
、
実
技
試
験

の
コ
ー
ス
設
定
な
ど
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
加
茂

自
動
車
学
校
の
支
援
が
た
い
へ
ん
大
き
い
」
と
河

田
教
諭
は
話
す
。

自
転
車
運
転
免
許
試
験
の
後
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
生
徒
へ
の
安
全
意
識
の
向
上
も
確

言
っ
て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
が

他
者
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
を
学
べ
た
点
は
大
き

い
で
す
し
、
そ
れ
が
安
全
意
識
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
活
動
の
成
果
を
強
調
す

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
貴
重
な
体
験
を
い
か
に

学
校
全
体
で
共
有
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ

と
、
辻
教
諭
は
考
え
て
い
る
。

●

加
茂
高
校
で
は
、
自
転
車
運
転
免
許
試
験
を
学

校
行
事
に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
学
校
全
体
の
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
た
。
ま
た
、
横
須

賀
工
業
高
校
は
参
加
体
験
型
の
実
技
講
習
と
並
行

し
て
、
他
者
の
視
点
か
ら
安
全
を
考
え
る
と
い
う

経
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
生

徒
に
様
々
な
気
づ
き
を
与

え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
２

校
に
共
通
す
る
の
は
地
域

や
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
・
協
力
で
あ
る
。
よ

り
多
く
の
高
校
で
、
こ
う

し
た
独
自
の
取
組
み
が
始

ま
れ
ば
、
自
転
車
事
故
は

さ
ら
に
低
減
し
て
い
く
は

ず
で
あ
る
。

る
。「
高
齢
者
宅
訪
問
」
で
は
警
察
官
と
一
緒
に

高
齢
者
の
い
る
家
庭
を
12
軒
訪
問
し
、
反
射
材
な

ど
を
配
布
し
な
が
ら
、
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
交
通
安
全
委
員
の
１
、
２

年
生
30
名
が
担
当
し
た
。

横
須
賀
工
業
高
校
で
交
通
安
全
を
担
当
し
て
い

る
辻
崇
宏
教
諭
は
「
地
域
の
人
々
を
守
る
と
い
う

観
点
で
の
交
通
安
全
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
の
外
に
向
け
て
発
信

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
発
信
す
る
側
の
生
徒

が
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
徒
自

身
が
交
通
安
全
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、

相
手
に
は
伝
わ
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
自

分
た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
を
把
握
し
て
も

ら
う
た
め
、
活
動
を
行

う
生
徒
た
ち
へ
の
事
前

説
明
を
行
い
ま
し
た
」

と
話
す
。

事
前
説
明
は
地
元
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、

「
早
朝
交
通
安
全
呼
び
か
け
活
動
」
を
担
当
す
る

生
徒
に
は
、
自
分
た
ち
が
交
通
整
理
を
行
う
交
差

点
に
潜
ん
で
い
る
危
険
や
、
な
ぜ
自
分
が
そ
の
場

所
に
立
つ
の
か
と
い
う
意
義
を
解
説
。「
高
齢
者

宅
訪
問
」
を
担
当
す
る
生
徒
に
は
、
啓
発
の
ポ
イ

ン
ト
や
目
上
の
人
に
接
す
る
時
の
マ
ナ
ー
を
伝
え

た
と
い
う
。

「
呼
び
か
け
活
動
を
担
当
し
た
生
徒
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
が

多
く
、
交
通
整
理
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
高
齢
者
宅
訪
問
を
担
当
し
た
生
徒
は
、

『
自
転
車
で
の
携
帯
電
話
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
イ
ヤ

ホ
ン
の
使
用
、
無
灯
火
が
い
か
に
高
齢
者
の
脅
威

に
な
っ
て
い
る
か
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
』
と

で
き
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
発
進
す
る
前
に
、
右
、

左
、
右
そ
し
て
右
後
方
の
安
全
を
確
認
す
る
よ
う

に
伝
え
た
。
生
徒
は
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
に
あ
る

７
ヵ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
（
左
記
参
照
）
で

採
点
さ
れ
、
学
科
と
同
じ
く
１
０
０
点
満
点
で
80

点
以
上
が
合
格
で
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に

は
、
河
田
教
諭
が
問
題
と
し
て
い
る
踏
切
や
、
見

通
し
の
悪
い
交
差
点
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
一
本
橋
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
実
は
計
画
を
始
め
た
の
は
昨
年
６
月
だ
っ
た

認
で
き
、
実
際
に
自
転
車
事
故
も
減
っ
て
い
る
と

河
田
教
諭
は
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。
平
成
24

年
度
以
降
は
自
転
車
運
転
免
許
試
験
を
学
校
行
事

と
し
て
毎
年
５
月
に
実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。

ま
た
、
加
茂
高
校
で
は
平
成
24
年
度
の
新
１
年

生
か
ら
、
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
（
保
険
会
社
４

社
か
ら
選
択
可
能
）
を
自
転
車
通
学
許
可
の
条
件

と
し
た
。

「
当
校
で
は
全
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補
償
制
度
に

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
自
転
車
総

合
保
険
ま
た
は
高
校
生
総
合
保
険
等
へ
の
加
入
も

義
務
づ
け
ま
し
た
。
高
校
生
で
も
加
害
事
故
を
起

こ
し
て
相
手
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
場
合
、
多
額
の

賠
償
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
面
も
学
校
側
が
ケ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
河
田
教
諭
は
い
う
。

高
校
生
へ
の
交
通
安
全
教
育
に
お
い
て
、
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
の
が
神
奈
川
県

だ
。
生
徒
が
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
の
人
々
に
交
通
安
全
の
大
切
さ

を
呼
び
か
け
て
い
く
「
ス
タ
ー
ト
か
な
が
わ
」
と

い
う
交
通
安
全
教
育
推
進
運
動
を
平
成
22
年
よ
り

展
開
し
て
い
る
。
平
成
23
年
度
、「
ス
タ
ー
ト
か

な
が
わ
」
の
モ
デ
ル
校
の
１
つ
と
な
っ
た
の
が
、

神
奈
川
県
立
横
須
賀
工
業
高
等
学
校
（
神
奈
川
県

横
須
賀
市
）
で
あ
る
。

同
校
で
は
全
校
生
徒
の
約
４
割
が
自
転
車
で
通

学
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
毎
年
４
月
に
は
新
１

年
生
に
地
元
警
察
署
に
よ
る
交
通
講
話
を
実
施
。

そ
の
後
、
自
転
車
通
学
者
を
対
象
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
使
っ
て
、
自
転
車
実
技
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

生
徒
が
自
分
の
自
転
車
を
運
転
し
、
パ
イ
ロ
ン
ス

ラ
ロ
ー
ム
や
一
本
橋
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
、
実

際
に
二
人
乗
り
や
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
の
運
転

を
体
験
し
、
ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
操
作
が
不

安
定
に
な
り
、
危
険
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
に
感
じ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
昨
年
度
は
「
ス
タ
ー
ト
か
な
が
わ
」

の
活
動
と
し
て
、「
早
朝
交
通
安
全
呼
び
か
け
活

動
」（
２
回
）
と
「
高
齢
者
宅
訪
問
」（
１
回
）
を

加
え
た
。「
早
朝
交
通
安
全
呼
び
か
け
活
動
」
で

は
、
高
校
周
辺
の
交
差
点
に
生
徒
が
警
察
官
と
一

緒
に
立
ち
、
交
通
整
理
な
ど
を
し
な
が
ら
通
学
途

中
の
小
学
生
を
中
心
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
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高
校
生
が
地
域
の
人
々
に

交
通
安
全
を
伝
え
る

啓
発
活
動
を
通
じ
て

生
徒
の
気
づ
き
を
促
す

自
転
車
通
学
者
に
は

保
険
の
加
入
を
義
務
づ
け

踏切の手前では一時停止
して、目と耳で電車が接
近していないか確認

停止している時は左足を
地面につけて、右足から
こぎ出せる体勢をとるよ
うに指導

学科試験は問題をプ
ロジェクターに映し
出し、解答用紙に記
入してもらう

試験には全員が合格し、加茂
高校の篠田憲明校長より自転
車運転免許証が手渡された

「高齢者宅訪問」では警察官と一緒に高齢者のいる
家庭を訪問

横須賀工業高校が毎年4月に開催している自転車
実技講習会

「早朝交通安全呼
びかけ活動」では
高校周辺の交差点
で、生徒たちが小
学生などに交通安
全を呼びかけた

学科試験と実技試験の間に、
Honda自転車シミュレーター
体験が行われた

一本橋に見立てたシート
（30cm×5ｍ）の上を7秒
かけて走行

加茂高校の
河田雅幸教諭

横須賀工業高校
の辻崇宏教諭

●7ヵ所のチェックポイント
①スタート　②障害物（駐車車両の通過） ③信号のある交差点
④スラローム　⑤一本橋　⑥見通しの悪い交差点　⑦踏切


